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な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
解
決
に

も
、
例
え
ば
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
な
が
ら
、
一
部
を
収
益
施
設
と

し
、
民
間
事
業
者
に
改
修
も
含
め
て

管
理
運
営
し
て
も
ら
う
な
ど
、
公
民

連
携
の
手
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
民

間
の
資
金
や
技
術
力
、
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
が
単
独

で
行
う
よ
り
も
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
運
営
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
も
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

宮
本　
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
ビ
ジ
ネ

ス
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
持

続
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も
つ
な

げ
ら
れ
ま
す
。

市
長　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

市
の
魅
力
発
信
に
も
力
を
入
れ
た

い
。
市
内
の
事
業
者
と
協
力
し
、

新
た
な
返
礼
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん

行
政
と
民
間
事
業
者
と
の

「
架
け
橋
」
に

市
長　
宮
本
さ
ん
に
は
、
既
存
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
営
業
で
培
っ
た
能
力

や
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
た
経
験
を
生
か
し
、
ど
ん
ど
ん

現
場
に
出
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
ほ
し
い
。
公
民
連
携
を
進

め
る
一
番
の
目
的
は
、
市
民
の
満
足

度
や
幸
福
度
の
向
上
で
す
。
公
民
連

携
に
よ
り
「
何
が
実
現
し
た
の
か
」

「
ど
ん
な
こ
と
が
始
ま
っ
た
の
か
」

を
見
え
る
化
し
、
皆
さ
ん
に
発
信
し

て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

宮
本　
ビ
ジ
ネ
ス
視
点
で
、
民
間
事

業
者
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
三
田

市
と
連
携
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
、
地

域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
民
間
事
業
者
と
行
政
の
相
互

理
解
や
連
携
の
「
架
け
橋
」
に
な
り

た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

公
民
連
携
・
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
＝
公
民
連
携
推
進
課
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で
い
ま
す
。
三
田
の
魅
力
が
広
ま

れ
ば
、
寄
付
額
の
増
加
に
も
つ
な
が

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

宮
本　
例
え
ば
、
「
三
田
と
い
え
ば

三
田
牛
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
「
牛
肉
と
い
え
ば
」
で
一
番
に

三
田
は
浮
か
ば
な
い
。
三
田
の
印
象

を
強
く
与
え
ら
れ
る
「
何
か
」
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　
市
長
就
任
後
、
金
属
加
工
の

高
い
技
術
力
を
持
つ
市
内
の
企
業
に

協
力
い
た
だ
き
「
純
金
ト
ラ
ン
プ
」

を
返
礼
品
に
加
え
ま
し
た
。
こ
う
し

た
珍
し
い
返
礼
品
で
話
題
性
を
高

め
、
全
国
に
三
田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
民
連
携
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る

新
た
な
事
業
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

す
。
公
民
連
携
の
実
績
が
全
国
ト
ッ

プ
の
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

課
」
を
新
た
に
設
置
し
、
そ

の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
担

う
「
公
民
連
携
推
進
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」
に
民
間
企
業

で
産
官
学
連
携
の
実
績
が
あ

る
宮
本
裕
之
氏
を
５
月
１
日

か
ら
採
用
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
田
村
市
長
と

宮
本
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
公

民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
対
談
し
た
内

容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

三
田
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
知
識
、
技
術
、
人

材
、
資
金
な
ど
、
多
様
な
資

源
を
持
つ
民
間
事
業
者
や
大

学
な
ど
と
積
極
的
に
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
課
題
解
決
や
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
す
「
公
民
連
携
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
事
業
推
進
の
核

と
な
る
「
公
民
連
携
推
進

田た
む
ら村 

克か
つ
や也

宮み
や

本も
と 

裕ひ
ろ

之ゆ
き

三
田
市
長

三
田
市
長
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長

総
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政
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市
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ュ
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サ
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デ
ュ
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サ
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プロフィール
宮
みや

本
もと

 裕
ひろ

之
ゆき

 さん
大学卒業後、大手損害保険
会社に入社。30 年にわたり
法人向けの営業を担当した。
在職中、東北大学総長・プ
ロボスト室に特任教授とし
て出向。産官学連携により、
防災・減災の世界標準を定
める国際認証制度「防災
I
アイ

S
エス

O
オ ー

」に向けた提案などに
貢献した経歴を持つ。
趣味／温泉・サウナめぐり、
サッカー観戦

新たなまちの可能 　 性の創出に向けて
～公民連携へ 　 の取り組み～

談対

特
集
１

「
公
民
連
携
推
進
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」

が
就
任
し
ま
し
た

三田市がこれまでに行った
公民連携の主な取り組み
 安全安心のまちづくり
　・民間事業者などとの災害時応援協定
　・広域的な認知症高齢者の見守り協力
　・自動車走行データを活用した路面異常把握

 魅力あるまちづくり
　・遊休公共施設を活用した店舗の誘致
　・地域貢献型ファンドなどを通じた寄付
　・市内の音楽フェスへの純金カード協賛

 暮らしやすいまちづくり
　・粗大ごみのリユース活動の促進
　・中型自動運転バス実証実験
　・フードバンクを通じた子ども食堂への支援

など
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「
公
民
連
携
」
全
国
ト
ッ
プ

を
目
指
す

市
長　

 

近
年
、
企
業
の
社
会
的
責
任

か
ら
、
地
域
社
会
貢
献
活
動
に
力
を

入
れ
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
市

と
企
業
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
互
い

の
強
み
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
解
決
を
図
る
時
代
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

宮
本　
私
も
宮
城
県
仙
台
市
で
行
わ

れ
た
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
り
、
一
企
業
や
一
自
治
体
だ
け

で
は
、
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

市
長　
三
田
市
は
、
人
口
急
増
期
に

多
く
の
公
共
施
設
を
整
備
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
施
設
維
持
に
必
要

な
大
規
模
改
修
が
、
大
き
な
課
題
と

▲ 純金トランプ ( 実物サンプル )


